
 

 

 

下部尿路症状の季節性変化の検討 
 
１．研究の対象 

2019 年 9 月～2024 年 2 月に下部尿路症状で 2 年以上定期的に当科に通院された 20 歳

以上の方。間欠導尿中の方や前立腺肥大症や膀胱腫瘍の手術を行なった方は除外する。 
 
２．研究目的・方法 
目的：下部尿路症状の季節性変化を明らかにすること 
方法：2019 年 9 月〜2024 年 2 月に夜間頻尿や尿失禁などの下部尿路症状により 2 年間

以上定期的に泌尿器科に通院された方を対象とする。定期的に行った下部尿路症状の問

診票データを用いて、夏（6 月〜8 月）と冬（12 月〜2 月）の下部尿路症状を比較する 
研究期間：研究機関の長の実施許可日〜2025 年 3 月 31 日 
利用又は提供を開始する予定日：2024 年 4 月 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：年齢、性別、原疾患、投薬内容、問診票データなど診療記録から抽出 

 
４．研究組織（利用する者の範囲） 
 研究分担者：大阪大学大学院医学系研究科 泌尿器科学講座 福原慎一郎、上田倫央 
 研究責任者：大阪大学大学院医学系研究科 泌尿器科学講座 助教 竹澤健太郎 
 
５．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

大阪府吹田市山田丘２−２ 
大阪大学医学部泌尿器科学教室 
TEL 06-6879-3531 

 
研究責任者： 
大阪大学大学院医学系研究科泌尿器科学講座 竹澤 健太郎 


